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ご
あ
い
さ
つ 

会 

長 

大 

野 

風 

柳 
 

 

暑
さ
が
つ
づ
く
毎
日
で
す
。
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。
私
も
が
ん

ば
っ
て
お
り
ま
す
。
い
ま
、
六
大
家
を
話
題
に
乗
せ
よ
う
と
い
う
気
運

が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。 

明
治
の
新
川
柳
の
出
発
か
ら
、
大
正
、
昭
和
に
か
け
て
六
大
家
の
活
動

と
そ
の
精
神
を
改
め
て
顕
彰
し
よ
う
と
い
う
風
の
流
れ
を
ひ
し
ひ
し
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。
と
く
に
昭
和
三
十
年
代
に
入
っ
て
、
伝
統
と
革
新
、

そ
し
て
そ
の
中
道
を
進
む
川
柳
集
団
が
激
し
く
川
柳
論
争
を
戦
わ
せ
た

も
の
で
す
。
し
か
も
そ
の
頃
は
、
短
詩
交
流
の
会
合
も
活
発
で
し
た
。

今
井
鴨
平
を
代
表
に
、
山
村
祐
、
高
木
夢
二
郎
、
雨
宮
八
重
夫
ら
や
、

多
く
の
川
柳
家
が
こ
れ
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。 

 

当
時
（
昭
和
20
年
～
昭
和
40
年
半
ば
）
の
川
柳
界
は
、
東
に
川
上
三 

日
川
協
通
信
（
105
） 
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太
郎
、
前
田
雀
郎
、
村
田
周
魚
、
西
に
岸
本
水
府
、
麻
生
路
郎
、

椙
元
紋
太
が
君
臨
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
有
力
川
柳
社
の
代
表
と
し
て
、

川
柳
の
普
及
と
向
上
に
全
力
を
つ
く
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
が
確
固
た
る
志
と
川
柳
観
を
持
っ
て
指
導
に
当
た
ら
れ

て
お
り
ま
し
た
。
常
に
前
へ
前
へ
と
進
む
風
を
私
た
ち
後
輩
に
与

え
て
く
れ
た
も
の
で
す
。 

 

い
ま
、
六
大
家
を
も
う
一
度
見
つ
め
よ
う
と
、
八
月
二
十
五
日

（
川
柳
の
日
）
に
東
京
で
「
三
大
家
を
語
る
座
談
会
」
を
川
柳
学

会
、
台
東
川
柳
人
連
盟
主
催
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
ス
タ
ー

ト
と
し
て
六
大
家
の
顕
彰
を
考
え
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

徳
島
大
会
を
振
り
返
っ
て 

副
理
事
長 

久
保
田 
半
蔵
門 

 

 

第
36
回
全
日
本
川
柳
２
０
１
２
年
徳
島
大
会
は
時
間
厳
守
と
言

う
問
題
を
孕
み
な
が
ら
も
無
事
終
え
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
大

会
に
携
わ
っ
た
皆
さ
ん
に
ご
苦
労
様
と
労
い
た
い
。 

 

前
夜
祭
は
阿
波
観
光
ホ
テ
ル
で
催
さ
れ
た
が
、
徳
島
県
知
事
飯

泉
嘉
門
氏
も
参
加
さ
れ
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
表
彰
式
も
前
年

度
開
催
地
の
仙
台
大
会
実
行
委
員
長
雫
石
隆
子
さ
ん
へ
の
感
謝
状
、

第
５
回
川
柳
文
学
賞
受
賞
者
荻
原
鹿
声
氏
の
表
彰
と
選
考
経
過
に

付
い
て
な
ど
は
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。 

 

本
大
会
は
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
の
大
ホ
ー
ル
で
催
さ
れ
た
が
、
会

場
の
設
定
ほ
ど
難
し
い
も
の
は
な
い
と
つ
く
づ
く
思
っ
た
。
事
務

を
つ
か
さ
ど
る
部
門
、
選
者
室
等
４
Ｆ
と
１
Ｆ
と
に
隔
た
る
と
ど

う
し
て
も
会
場
の
進
行
と
連
絡
の
不
徹
底
が
起
き
る
。
既
成
の
会

場
だ
か
ら
致
し
方
な
し
と
思
う
が
次
回
へ
の
課
題
だ
ろ
う
。 

 

私
は
二
次
選
者
だ
っ
た
の
で
４
Ｆ
か
ら
出
る
こ
と
も
出
来
ず
不

便
極
ま
り
な
か
っ
た
が
、
会
場
の
進
行
状
況
を
知
り
た
か
っ
た
が

出
来
な
か
っ
た
。 

 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
「
う
ず
き
連
」
に
よ
る
阿
波
踊
り
は
会
場

が
一
体
と
な
っ
て
踊
り
に
参
加
で
き
た
の
で
大
変
好
評
だ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
も
一
般
部
門
も
披
講
・
表
彰
に
関
し

て
は
問
題
が
な
か
っ
た
が
、
冒
頭
触
れ
た
時
間
の
遅
延
に
関
し
て

は
一
考
を
要
す
る
。 

 

次
回
開
催
地
青
森
県
へ
の
引
継
ぎ
も
無
事
終
わ
り
、
皆
様
方
に

ご
苦
労
様
と
お
礼
を
再
度
言
い
た
い
。 

 
 

 

（
元
幹
事
・
常
任
幹
事
）
平
成
24
年
１
月
以
後
（
敬
称
略
） 

 
 

 
 

謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。 
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平成２３年度収支計算書 収入の部 

 (平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日)  （単位：円） 

科    目 予 算 額 決 算 額 差  異 備    考 

Ⅰ 事業活動収入          

1.基本財産運用収入 【50,000】 【49,060】 【940】   

基本財産利息収入 50,000  49,060  940    

          

2.入会金収入 【6,000】 【6,000】 【0】   

柳社入会金 6,000  6,000  0    2 社× \3,000- 

個人入会金 0  0  0    

          

3.会費収入 【6,187,000】 【5,908,000】 【279,000】   

理事会費 456,000  432,000  24,000   18 名×\24,000- 

常任幹事会費 3,288,000  3,145,000  143,000  131 名×\24,000- 

正会員会費（団体） 2,331,000  2,233,000  98,000  319 社× \7,000- 

正会員会費（個人） 112,000  98,000  14,000   14 名× \7,000- 

          

4.事業収入 【11,860,000】 【11,897,332】 △【37,332】   

誌上大会 3,440,000  3,446,000  △ 6,000  第 16 集 1723 名 

全国大会 8,000,000  8,014,952  △ 14,952  仙台大会 

表彰後援事業 420,000  436,380  △ 16,380  色紙・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ入力 

          

5.助成金収入 【600,000】 【600,000】 【0】 日本芸術文化振興会 

          

6.寄付金収入 【0】 【0】 【0】   

          

7.雑 収 入 【3,410,000】 【610,000】 【2,800,000】   

 大会支援積立金除却益 3,410,000  610,000  2,800,000    

当期収入合計（Ａ） 22,113,000  19,070,392  3,042,608    

前期繰越収支差額 0  267,975  △ 267,975    

収入合計（Ｂ） 22,113,000  19,338,367  2,774,633    
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平成２３年度収支計算書 支出の部 

(平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日)  （単位：円） 

科    目 予 算 額 決 算 額 差  異 備 考 

Ⅱ 事業活動支出         

1.事業費支出 【12,830,000】 【12,880,149】 △【50,149】   

臨時雇賃金 260,000  269,600  △ 9,600    

旅費交通費 640,000  641,760  △ 1,760    

通信運搬費 1,460,000  1,433,210  26,790    

印刷製本費 2,440,000  2,481,633  △ 41,633    

保険料 40,000  37,100  2,900    

諸謝金 630,000  640,000  △ 10,000    

表彰後援費 560,000  564,497  △ 4,497    

広告宣伝費 0  0  0    

実行委員会運営費 6,800,000  6,812,349  △ 12,349    

          

2.管理費支出 【6,407,000】 【6,330,013】 【76,987】   

給料手当 3,527,000  3,491,100  35,900    

福利厚生費(慶弔) 10,000  10,640  △ 640    

会議費 340,000  330,779  9,221    

旅費交通費 70,000  105,460  △ 35,460    

通信運搬費 280,000  270,523  9,477    

消耗品費 270,000  247,941  22,059    

印刷製本費 230,000  229,740  260    

光熱水科費 100,000  101,656  △ 1,656    

賃借費 1,220,000  1,212,876  7,124    

火災保険料 0  0  0    

法定福利費 30,000  34,423  △ 4,423    

接待交際費 0  4,440  △ 4,440    

雑支出 330,000  290,435  39,565    

          

3.退職給付引当資産取得支出 【150,000】 【150,000】 【0】   

          

4.固定資産除却損 【10,000】 【0】 【10,000】   

          

5.予備費支出 【0】 【0】 【0】   

          

当期支出合計（Ｃ） 19,397,000  19,360,162  36,838    

当期収支差額（Ａ）-（Ｃ） 2,716,000  △ 289,770  3,005,770    

次期繰越収支差額（Ｂ）-（Ｃ） 2,716,000  △ 21,795  2,737,795    
 
以上、決算報告書を監査した結果、正確妥当であることを認めます。 
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場 

所
＝
理
事
会
・
阿
波
観
光
ホ
テ
ル 

 
 

 
 

総 

会
・
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル 

定
足
数
の
確
認
の
あ
と
議
事
録
署
名
者
選
出 

 

第
１
号
議
案 

平
成
23
年
度
事
業
報
告
の
件 

第
２
号
議
案 

平
成
23
年
度
収
支
決
算
報
告 

 
 

 
 

 
 

監
査
報
告
及
び
承
認
の
件 

第
３
号
議
案 

定
款
の
変
更
に
つ
い
て 

第
４
号
議
案 

一
般
社
団
法
人
移
行
申
請
の 

 
 

 
 

 
 

承
認
に
つ
い
て 

第
５
号
議
案 

役
員
・
人
事
に
つ
い
て 

第
６
号
議
案 

徳
島
全
国
大
会
表
彰
の
件 

第
７
号
議
案 

平
成
25
年
度 

全
国
大
会
開
催 

 
 

 
 

 
 

の
件 

 

右
の
議
案
案
件
に
つ
い
て
審
議
の
結
果
、
理
事

会
、
総
会
で
承
認
さ
れ
た
。 

<

大
会
連
続
出
席
者> 

 

連
続
10
回
参
加 

 
 

阿
部 

弘
子
・
中
臺 

一
司 

 
 

長
尾 

美
和 

 

連
続
15
回
参
加 

 
 

江
畑 

哲
男
・
小
林
か
り
ん 

 <
マ
ス
コ
ミ
柳
壇
の
指
導
を
10
年
以
上
行
っ
た
者> 

 
 

進
藤
す
ぎ
の 

 <

第
８
回
80
歳
以
上
の
功
労
者
顕
彰> 

 
 

佐
々
木
文
子
・
西
來 

み
わ 

 
 

鈴
木 

東
峰
・
奥
田
み
つ
子 

 
 

塩
見 

草
映 

 <

第
５
回
川
柳
文
学
賞>

 

 
 

荻
原 

鹿
声

 
平
成
24
年
度 

第
１
回 

理 

事 

会
（
六
月
九
日
） 

 
 

東
西
合
同
常
任
幹
事
会
（
六
月
十
日
） 

 
 

通

常

総

会
（
六
月
十
日
） 

   

第
一
部 

事
前
投
句
選
者 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

 
 

「 

踊 

る 

」 

近 

江 

あ
き
ら 

選 

 
 

「 

大 

人 

」 

小 

梶 

忠 

雄 

選 

 
 

「 
 

鈴 
 

」 

大 

野 

風
太
郎 

選 

 
 

「 

巡 

礼 

」 

長 

江 

時 

子 

選 

  

第
二
部 

当
日
投
句
選
者 

 
 

「 

野 

心 

」 

渡 

辺 
 

 

梢 

選 

 
 

「 

カ
メ
ラ 

」 

新 

家 

完 

司 

選 

 
 

「 

燃
え
る 

」 

植 

野 

美
津
江 

選 

  

ジ
ュ
ニ
ア
部
門 

 
 

「 

呼 

ぶ 

」 

堀 

江 

加 

代 

選 

 
 

「 

お
と
な 

」 

赤 

松 

ま
す
み 

選 

 
 

「 

自
由
吟 

」 

西 
 

 

恵
美
子 

選 

  

第
二
次
選
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

  
 

 

久
保
田 

半
蔵
門
・
赤 

井 

花 

城 

 
 

 

岡 

崎 
 

 

守
・
堀 

井 
 

 

勉 

 
 

 

天 

根 

夢 

草 

第
36
回 

徳

島

大

会

選

者 
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文
部
科
学
大
臣
賞 

夕
陽
背
に
答
の
出
な
い
巡
礼
者 

岡 

山 

藏
内 

明
子 

  
 
 

参
議
院
議
長
賞

 
良
心
を
写
す
カ
メ
ラ
に
な
る
両
目 

茨 

城 

船
橋 

 

豊 
  
 
 

川 

柳 

大 

賞 

栄
転
の
辞
令
は
鼓
笛
隊
と
来
る 

東 

京 

西
潟
賢
一
郎 

  
 
 

大 
 

会 
 

賞 

わ
た
し
は
バ
ラ
今
の
美
貌
に
飽
き
足
ら
ぬ 

愛 

媛 

山
内 

郁
代 

人
間
が
人
間
を
呼
ぶ
燃
え
て
い
る 

佐 

賀 

西
村 

正
紘 

巡
礼
の
轍
平
和
の
幾
曲
が
り 

秋 

田 

加
藤 

円
心 

雲
燃
え
て
山
の
向
う
は
な
ん
だ
ろ
う 

島 

根 

石
橋 

芳
山 

善
人
の
仮
面
で
踊
る
風
見
鶏 
栃 

木 

生
田
目
昭
夫 

家
系
図
に
踊
り
上
手
と
ル
ビ
を
振
る 
宮 
城 

菅
野 

 

實 

あ
の
日
か
ら
み
ん
な
大
人
に
な
っ
た
海 

三 
重 
大
嶋
都
嗣
子 

病
気
だ
と
認
識
で
き
ぬ
母
に
鈴 

東 

京 
上
原 

 

稔 

一
目
惚
れ
光
の
束
が
火
を
つ
け
る 

東 

京 

深
川
き
ん
ぎ
ょ 

若
者
の
歩
き
遍
路
に
見
る
決
意 

香 

川 

村
尾
美
代
子 

出
産
の
神
秘
カ
メ
ラ
も
息
を
呑
む 

徳 

島 

福
本 

清
美 

 
  
 

 

徳

島

県

知

事

賞

 

 

笑
顔
は
ね
幸
せ
を
呼
ぶ
ま
法
だ
よ 

広 

島 

佐
方
小
５ 

瀧 

愛
里
奈 

  
 

 

徳

島

市

長

賞

 

 

心
も
ね
お
母
さ
ん
か
ら
も
ら
っ
た
よ 

高 

知 

高
岡
第
一
小
３ 

小
松 

愛
花 

  
 

 

徳

島

県

教

育

長

賞

 

 

耐
え
て
い
る
き
み
の
横
顔
も
う
大
人 

広 

島 

吉
和
中
２ 

斎
藤 

 

静 
  
 

 

全
日
本
川
柳
協
会
会
長
賞 

 

桜
さ
く
一
つ
大
人
に
な
れ
る
こ
と 

福 

島 

小
手
小
５ 

矢
舘 

彩
夏 

 

起
き
な
さ
い
幸
せ
タ
イ
ム
も
う
終
わ
り 

広 

島 

中
町
小
４ 

伊
東 

叶
音 

 

名
前
と
は
初
め
て
も
ら
う
プ
レ
ゼ
ン
ト 

広 

島 

玖
波
小
６ 

吉
野 

亜
美 

  
 

 

教

育

新

聞

社

賞

 

 

人
間
と
し
て
認
め
て
く
れ
る
大
人
の
目 

広 

島 

吉
和
中
３ 

金
黒 

美
沙 

 

お
母
さ
ん
売
り
場
の
声
に
す
い
こ
ま
れ 

岩 

手 

寺
田
小
５ 

山
本 

雄
太 

 

マ
ラ
ソ
ン
で
止
ま
り
た
い
気
を
だ
ま
ら
せ
る 

愛 

媛 

小
野
小
４ 

渡
部
紗
也
香 

第 36 回 全日本川柳 2012 年 徳島大会 
（当日 517 名／事前 1,855 名／ジュニア 5,292 名） 

ジ 

ュ 

ニ 

ア 

部 

門 
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平

成

柳

多

留

賞 

逆
風
を
い
つ
か
寄
り
添
う
風
に
す
る 

大 

分 

清
池 

羊
子 

 
川

柳

大

賞 
な
で
し
こ
も
心
に
龍
を
飼
っ
て
い
た 

大 

阪 

中
崎
布
佐
恵 

 

Ｎ

Ｈ

Ｋ

会

長

賞

 

す
ご
い
な
あ
龍
を
初
め
て
描
い
た
人 

愛 

媛 

栗
田 

忠
士 

 

日
本
青
少
年
育
成
協
会
会
長
賞 

子
に
渡
す
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
の
第
九
条 

北
海
道 

岩
間 

啓
子 

 

全
日
本
川
柳
誌
上
大
会
賞

 

都
会
よ
り
星
が
近
く
に
あ
る
故
郷 

兵 

庫 

北
野 

哲
男 

逆
ら
っ
た
父
と
お
ん
な
じ
樹
に
登
る 

神
奈
川 

富
岡 

桂
子 

胸
内
に
ガ
ラ
ス
を
秘
め
て
介
護
す
る 
宮 

城 

齋
藤
て
い
子 

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
と
被
災
地
の
便
り 
山 

形 

樋
口 

一
杯 

前
向
き
に
歩
く
平
面
図
の
都
会 

神
奈
川 
阿
部
闘
句
朗 

第十六回 全 日 本 川 柳 誌 上 大 会 
（平成柳多留）入 選 作 品   （参加者 1,731 名） 

第
一
次
選
者 

 

「  

逆 
 

」 
 

 
 
 

佐 

藤 

美 

文 
 

 
 
 

酒 

井 

路 

也 
 

「
明 

る 

い
」 

 
 
 
 

い
し
が
み 

 

鉄 
 

 
 
 

三 

宅 

保 

州 
 

「  

龍 
 

」 
 

 
 
 

及 

川 

竜
太
郎 

 
 
 
 

奥 

田 

み
つ
子 

 

「  

都 
 

」 
 

 
 
 

山 

田 
 
 

昇 
 

 
 
 

矢 

沢 

和 

女 
 

「
ガ 

ラ 

ス
」 

 
 
 
 

弘 

兼 

秀 

子 
 

 
 
 

竹 

﨑 

た
か
ひ
ろ 

第
二
次
選
者 

 
 
 
 

津 

田 
 
 

暹 
 

 
 
 

佐 

藤 

岳 

俊 
 

 
 
 

松 

代 

天 

鬼 
 

 
 
 

植 

木 

利 

衛 
 

 
 
 

西 

出 

楓 

楽 



- 8 - 

荻原鹿声氏 

      

 

二
〇
一
二
年
六
月
九
日
、
徳
島

県
・
阿
波
観
光
ホ
テ
ル
に
て
授
賞
式

が
行
な
わ
れ
、
大
木
俊
秀
選
考
委
員

長
を
は
じ
め
、
多
数
の
川
柳
家
に
お

集
ま
り
い
た
だ
き
、
賞
状
、
盾
と
副

賞
10
万
円
が
、
受
賞
さ
れ
た
荻

原
鹿
声
氏
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

第
５
回
川
柳
文
学
賞
は
平
成
23

年
に
発
刊
さ
れ
た
句
集
の
う
ち
、
申

請
の
あ
っ
た
28
冊
を
選
考
委
員

（
大
木
俊
秀
・
久
保
田
半
蔵
門
・
平

山
繁
夫
・
雫
石
隆
子
・
林
え
り
子
（
作

家
））
５
名
（
敬
称
略
）
が
選
考
し

ま
し
た
。 

■ 

総
評 

選
考
委
員
長
：
大
木
俊
秀 

 

今
年
の
「
川
柳
文
学
賞
」
に
は
28
冊
の
句
集
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ご
参
加

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
選
考
委
員
は
、
久

保
田
半
蔵
門
、
雫
石
隆
子
、
林
え
り
子
、
平
山
繁
夫
、
大
木
俊
秀
の
５
人
。

各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
３
冊
を
推
選
し
て
日
川
協
事
務
局
に
あ
ら
か
じ
め
提
出

し
た
。
こ
れ
ま
で
は
第
１
位
を
３
点
、
第
２
位
を
２
点
、
第
３
位
を
１
点

と
し
て
得
点
を
集
計
し
、
最
高
点
を
得
た
句
集
に
「
川
柳
文
学
賞
」
が
贈

ら
れ
て
い
た
が
、
今
回
は
選
考
委
員
が
24
年
５
月
11
日
、
大
阪
の
日
川
協

事
務
局
に
集
ま
り
、
５
人
の
推
選
理
由
を
ベ
ー
ス
に
討
議
の
末
決
定
す
る

と
い
う
方
式
を
と
っ
た
。
委
員
会
に
は
、
久
保
田
、
平
山
、
大
木
の
３
人

が
出
席
。
本
田
事
務
局
長
も
オ
ブ
サ
ー
バ
ー
と
し
て
同
席
し
た
。 

 

５
人
で
３
冊
は
15
冊
と
な
る
が
、
こ
の
う
ち
３
人
か
ら
推
挙
さ
れ
た
も

の
が
１
冊
、
２
人
か
ら
推
さ
れ
た
も
の
が
２
冊
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
１

票
を
得
た
句
集
は
８
冊
と
な
っ
た
。
推
選
３
冊
の
他
に
も
、
そ
れ
に
準
ず

る
句
集
を
出
席
３
人
の
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
に
持
ち
寄
っ
た
の
で
、
そ
れ
ら

も
含
め
て
広
く
議
論
を
交
わ
し
た
。
そ
の
結
果
、
３
人
か
ら
推
さ
れ
て
６

点
を
得
た
『
埋
み
火
』
が
や
は
り
順
当
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。 

 

推
選
理
由
は
次
の
通
り
。「
こ
の
作
品
群
に
は
、
伝
統
の
抒
情
性
に
新
し

い
可
能
性
を
見
出
そ
う
と
す
る
ひ
た
す
ら
さ
が
触
感
さ
れ
、
現
代
川
柳
を

追
及
す
る
ス
ト
イ
ッ
ク
な
実
践
が
あ
る
」（
平
山
）
。「
川
柳
作
家
と
し
て
充

実
期
の
十
年
分
の
作
品
に
圧
倒
さ
れ
た
。
社
会
人
と
し
て
男
と
し
て
の
生

き
ざ
ま
と
深
い
自
省
に
た
じ
ろ
ぐ
ば
か
り
だ
。
自
ら
の
人
生
を
通
し
て
の

社
会
批
判
も
鋭
い
」（
雫
石
）。「
具
象
と
抽
象
の
ほ
ど
良
い
絡
み
が
、
比
喩

の
巧
み
さ
と
レ
ト
リ
ッ
ク
の
き
め
こ
ま
か
さ
に
支
え
ら
れ
、
都
市
と
田
園 

 

平
成
23
年
１
月
23
日
発
行 

 

四
六
判
ハ
ー
ド
カ
バ
ー 

190
頁 

 

柳
都
川
柳
社 

 
 

千
七
百
円 

第
５
回
川
柳
文
学
賞
受
賞
作
品 

『 

埋 

み 

火 

』 
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の
両
方
か
ら
、
し
っ
か
り
と
人
間
、
人
生
、
人
世
を
見
据
え
て
、
現
代
川

柳
の
中
道
を
行
く
姿
を
見
る
思
い
が
し
た
」
（
大
木
）。 

 

来
年
も
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し
た
い
。 

 

■ 

主
な
掲
載
作
品 

 
 

・
デ
ッ
サ
ン
の
と
き
は
笑
っ
て
い
た
家
族 

 
 

・
ヒ
ロ
シ
マ
を
越
え
る
片
仮
名
み
あ
た
ら
ず 

 
 

・
よ
き
父
で
あ
っ
た
か
夕
暮
れ
を
歩
く 

 
 

・
書
け
そ
う
な
気
が
す
る
に
わ
か
雨
上
る 

 
 

・
幸
せ
と
い
う
妻
の
手
が
荒
れ
て
い
る 

 
 

・
吹
か
な
い
で
下
さ
い
俺
の
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま 

 
 

・
も
う
二
度
と
鳴
ら
な
い
ベ
ル
を
待
っ
て
い
る 

 
 

・
迷
子
に
も
な
れ
ず
い
つ
も
の
汽
車
に
乗
る 

 
 

・
ふ
た
ひ
ら
の
雪
ひ
と
ひ
ら
を
語
り
つ
ぐ 

 
 

・
ふ
る
さ
と
で
小
鳥
が
飲
ん
だ
水
を
飲
む 

 
 

・
さ
よ
な
ら
を
寒
い
景
色
に
は
し
な
い 

 
 

・
二
つ
あ
る
判
こ
ど
ち
ら
を
使
お
う
か 

 
 

・
褪
せ
て
ゆ
く
自
分
が
怖
い
か
ら
歩
く 

 
 

・
透
明
に
な
り
た
い
石
を
積
み
重
ね 

 
 

・
夕
暮
れ
の
な
か
で
指
折
る
友
の
数 

 
 

・
私
の
臭
い
が
消
え
ぬ
一
夜
干
し 

 
 

・
鈍
行
で
行
く
一
冊
の
本
愛
す 

 
 

・
悲
し
く
て
篠
突
く
雨
の
な
か
を
ゆ
く 

 
 

・
肩
の
荷
を
下
ろ
し
目
刺
し
を
南
無
と
焼
く 

 
 

・
鉛
筆
が
あ
れ
ば
静
か
に
母
と
書
く 

 
 

・
終
り
た
く
な
い
埋
も
れ
火
を
抱
い
て
ゆ
く 

 
 

・
た
ま
し
い
が
長
い
散
歩
に
出
て
い
ま
す 

 
 

・
信
号
を
無
視
し
て
駆
け
た
こ
と
が
あ
る 

 
 

・
生
き
て
き
た
証
し
折
れ
て
る
傘
の
骨 

 
 

・
笑
い
皺
な
ん
と
重
た
い
海
だ
ろ
う 

 
 

・
結
論
が
出
る
ま
で
返
す
砂
時
計 

 
 

・
人
間
が
好
き
で
と
き
ど
き
砂
を
吐
く 

 
 

・
羽
化
を
す
る
に
は
一
通
が
ま
だ
来
な
い 

 
 

・
笑
お
う
よ
葉
桜
だ
っ
て
揺
れ
て
い
る 

 
 

・
人
間
に
な
ろ
う
小
窓
を
開
け
て
お
く 

荻 

原 

鹿 

声 

氏 

略 

歴 

昭
和
16
年
１
月
26
日 

栃
木
県
鹿
沼
市
に
生
れ
る 

昭
和
33
年
頃
よ
り
作
句
、
投
句
を
始
め
る 

昭
和
34
年
４
月 

栃
木
県
を
離
れ
る 

昭
和
44
年
５
月 

句
集
「
独
り
旅
」
発
刊 

昭
和
53
年
３
月 

柳
都
川
柳
社
同
人 

平
成
８
年
11
月 

句
集
「
冬
銀
河
」
発
刊 

平
成
13
年
５
月 

句
集
「
茶
碗
」
発
刊 

平
成
19
年
10
月 

合
同
句
集
「
隗
」
に
参
加 

平
成
19
年
10
月 

栃
木
県
日
光
市
に
移
住 

現
在
、
柳
都
川
柳
社
同
人
、
宮
城
野
川
柳
社
同
人 

 
 

 

下
野
川
柳
会
同
人
、
か
ぬ
ま
川
柳
会
会
員 

埼
玉
雑
詠
賞
、
川
柳
研
究
年
度
賞
、
川
上
三
太
郎
賞
、
白
石
朝
太
郎
賞 

中
村
冨
二
賞
、
路
年
間
賞
、
大
野
風
柳
賞
、
白
帆
賞
、
宮
城
野
賞
（
会
員
の
部
） 

現
代
川
柳
大
賞
、
相
模
原
市
文
化
祭
賞
、
栃
木
県
芸
術
祭
文
芸
賞 

そ
の
他 
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平
成
24
年
度 

80 

歳 

以 

上 

の 

功 

労 

者 

略 

歴 
   

（
敬
称
略
） 

秋
田
県 

佐
々
木

さ

さ

き 
文
子

ふ

み

こ 昭
和
５
年
６
月
６
日
生 

昭
和
31
年 

川
上
三
太

郎
に
師
事
、
「
川
柳
研

究
」
同
人
、
幹
事
と
な

る
。
昭
和
55
年 

大
館

わ
ら
べ
の
会
創
設
、
秋

田
・
青
森
親
善
川
柳
大
会
創
設
。
平
成
２
年 
大

館
市
芸
術
文
化
賞
受
賞
。
平
成
５
年 

秋
田
県

芸
術
文
化
賞
受
賞
。
秋
田
の
文
芸
審
査
員
３
回
。

平
成
４
年 

秋
田
魁
新
報
文
化
欄
川
柳
選
者 

現
在
に
至
る
。
県
生
涯
学
級
講
師
「
文
化
講
演
」

な
ど
。
平
成
20
年 

東
北
川
柳
連
盟
功
労
賞
。 

著
書 

句
集
「
白
樺
」
、
詩
集
「
お
ば
な
」
、
茶

の
間
随
筆
「
北
の
街
か
ら
」
「
お
と
な
り
の
町

か
ら
」「
福
寿
草
」 

 

東
京
都 

西
來

に
し
ら
い 

み
わ 

昭
和
５
年
６
月
21
日
生 

長
野
県
生
ま
れ
。
昭
和

28
年 

療
養
雑
誌
「
保
健

同
人
」
の
川
上
三
太
郎
選

に
投
句
、
川
柳
を
始 

   

め
る
。
「
川
柳
研
究
」
誌
友
を
経
て
昭
和
33
年

幹
事
同
人
。
平
成
15
～
21
年 

川
柳
研
究
社
代

表
。
現
在 

川
柳
研
究
社
顧
問
。
平
成
13
～
21

年 

全
日
本
川
柳
協
会
理
事
。 

句
集
「
母
子
像
」（
夫
、
西
來
武
治
「
菩
提
心
」

と
の
共
著
）、
川
柳
句
集
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
、
随
想

「
風
車
・
永
遠
に
母
は
駈
け
て
る
音
で
あ
る
」、

川
柳
句
集
「
ね
ん
こ
ろ
り
」 

 

兵
庫
県 

奥
田

お

く

だ 

み
つ
子こ 昭

和
７
年
１
月
26
日
生 

全
日
本
川
柳
協
会
常
任

幹
事
、
川
柳
塔
社
相
談

役
、
西
宮
北
口
川
柳
会

会
長 

朝
日
カ
ル
チ
ャ
セ
ン
タ

ー
通
信
添
削
講
座
講
師
、
産
経
学
園
川
柳
講
師
、

川
柳
の
会
「
法
円
」
講
師
昭
和
56
年 

朝
日
カ

ル
チ
ャ
セ
ン
タ
ー
川
柳
講
座
受
講
。
昭
和
58
年 

川
柳
塔
社
同
人
。 

平
成
８
～
12
年 

川
柳
塔
社
編
集
長
。 

平
成
11
年 

句
集
「
白
い
梅
」
、
平
成
18
年 

句

集
「
遠
き
人
へ
」
平
成
19
年 

「
ピ
ン
チ
に
は

う
つ
む
か
な
い
で
空
を
見
る
」 

 

山
梨
県 

鈴
木

す

ず

き 

東
峰

と
う
ほ
う 

昭
和
５
年
１
月
５
日
生 

川
柳
甲
斐
野
社
代
表 

昭
和
23

年
ご
ろ
川
柳

を
始
め
る
。
甲
府
市
役

所
に
勤
務
し
な
が
ら
、
川
柳
「
あ
お
ぞ
ら
」
の

編
集
に
従
事
。 

昭
和
55
年 

川
柳
甲
斐
野
社
を
創
立
、
現
在
に

至
る
。 

著
書
「
ど
う
し
た
ら
よ
い
句
が
作
れ
る
か
」 

 

愛
媛
県 

塩
見

し

お

み 

草
映

そ
う
え
い 

大
正
15
年
８
月
18
日
生 

全
日
本
川
柳
協
会
顧

問
、
愛
媛
県
川
柳
文
化
連

盟
会
長 

愛
媛
県
生
ま
れ
。
昭
和
26
年
よ
り
川
柳
を
始
め

る
。
昭
和
30
年 

川
柳
ま
つ
や
ま
吟
社
同
人
。 

平
成
８
年 

川
柳
ま
つ
や
ま
吟
社
代
表
。
平
成

14
～
21
年 

全
日
本
川
柳
協
会
副
理
事
長
。 

句
集
「
現
代
川
柳
選
集
」
第
６
巻
参
加
。
「
遊

心
」 

平
成
10
年
勲
四
等
瑞
宝
章
受
章 
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編 

集 

後 

記 
 

★
こ
と
し
の
夏
は
例
年
に
な
く
猛
暑
が
つ

づ
き
高
齢
者
の
多
い
柳
人
に
と
っ
て
は
耐

え
る
限
界
を
超
え
て
い
た
。 

★
日
本
外
交
が
近
隣
国
か
ら
な
め
ら
れ
る

事
態
が
発
生
し
て
、
何
を
し
て
い
る
ん
だ

政
府
は
と
国
民
の
怒
り
も
熱
く
な
っ
た
。 

★
阿
波
の
徳
島
で
二
十
四
年
は
柳
人
が
熱

く
な
る
。
日
川
協
の
大
会
が
六
月
十
日
に

行
わ
れ
当
日
出
席
者
五
一
七
名
と
盛
会
だ

っ
た
。
さ
ら
に
十
一
月
十
八
日
に
は
同
じ

徳
島
で
国
民
文
化
祭
「
川
柳
の
祭
典
」
が

開
か
れ
、
二
つ
の
大
会
が
集
中
し
た
。
そ

の
準
備
で
日
川
協
の
事
務
局
も
大
忙
し

だ
。 

★
公
益
法
人
移
行
作
業
も
順
調
に
進
み
、

来
年
四
月
一
日
発
足
を
目
指
し
て
い
る
。 

★
最
近
、
ど
の
句
会
に
参
加
し
て
も
出
席

者
が
減
少
の
傾
向
に
あ
る
。
新
規
加
入
者

対
策
を
真
剣
に
考
え
る
時
期
が
来
て
い

る
。 

（
事
務
局
長 

本
田
智
彦
）  

日川協加盟柳社一覧表訂正・変更      平成 24 年 1月以降 

頁 柳 社 名 箇 所 追 加・訂 正・変 更 内 容 

14 

15 

 

 

17 

 

18 

 

 

 

20 

29 

30 

 

 

32 

 

 

35 

 

36 

 

 

 

38 

 

40 

 

 

 

 

44 

53 

函 館 川 柳 社 

大 潟 村 川 柳 倶 楽 部 

 

 

川 柳 や ま が た 吟 社 

山 形 県 川 柳 連 盟 

土 浦 芽 柳 会 

龍 ヶ 崎 雪 柳 川 柳 会 

川 柳 空 っ 風 吟 社 

 

千葉ふぁうすと川柳会 

郡 山 川 柳 会 

日 高 番 傘 川 柳 会 

う め だ 番 傘 川 柳 会 

西 梅 川 柳 会 

番 傘 み ど り 川 柳 会 

楽 生 会 

 

志 麻 川 柳 舎 

 

広島平和番傘川柳会 

 

下 関 一 杯 水 川 柳 会 

萩 川 柳 会 

川柳さいじょう吟社 

 

熊 本 県 川 柳 協 会 

大 分 番 傘 川 柳 会 

別 府 番 傘 川 柳 会 

耶 馬 川 柳 会 

 

森 中 惠 美 子 

小 笠 原 望 

会  長 

新 入 会

会  長 

事 務 所 

会  長 

会  長 

会  長 

会  長 

新 入 会

会  長 

電話番号 

会  長 

会  長 

会  長 

会名変更 

事 務 所 

新 入 会

会  長 

新 入 会

会  長 

新 入 会

会  長 

会  長 

会  長 

新 入 会

会  長 

事 務 所 

会  長 

会  長 

会  長 

 

住  所 

常任幹事 

池 さとし 〒040-0043 函館市宝来町 34-13        TEL0138-22-1397 

柳誌「大潟川柳」 

舘岡 稲風 〒010-0443 南秋田郡大潟村中央 1-30    TEL&FAX0185-45-2758 

宮田 善拓 〒010-0445 南秋田郡大潟村西 2-4-12    TEL&FAX0185-45-2344 

伊東 マコ 〒990-0014 山形市滑川 2688-31        TEL023-629-2045 

伊東 マコ 〒990-0014 山形市滑川 2688-31        TEL023-629-2045 

谷藤美智子 〒300-0068 土浦市西並木町 3638-3       TEL029-824-7933 

矢野 義雄 〒301-0855 龍ヶ崎市藤ヶ丘 5-1-43       TEL0297-64-0291 

柳誌「川柳空っ風吟社」 

酒井 青二 〒366-0041 深谷市東方 3676-17        TEL048-573-7452 

TEL0475-25-5751 

岡部 幹和 〒630-8043 奈良市六条 3-13-8-1        TEL0742-45-5687 

高木みのる 〒649-1534 日高郡印南町印南 1625-2      TEL0738-42-0158 

西山春日子 〒532-0023 大阪市淀川区十三東 2-6-41   TEL&FAX06-6308-7777 

運輸世界新聞川柳会 → 西梅川柳会 柳誌「川柳西梅」 

田中 螢柳 〒560-0033 豊中市蛍池中町 2-3-1-411   TEL&FAX06-6853-0470 

柳誌「楽生日記」 

上野 楽生 〒599-8261 堺市中区堀上町 478      TEL&FAX 072-278-0204 

柳誌「川柳志麻」 

楠山東石子 〒733-0812 広島市西区己斐本町 3-6-7-103 TEL&FAX082-274-0125 

 

淡路 獏眠 〒733-0812 広島市西区己斐本町 3-9-32-604 TEL&FAX082-942-6784 

上野 悦子 〒751-0815 下関市本町 1-6-9       TEL&FAX083-232-6534 

大場 孔晶 〒758-0061 萩市椿金谷 2908-15      TEL&FAX0838-25-1825 

柳誌「川柳さいじょう」 

金子 一孝 〒793-0044 愛媛県西条市古川甲 293-4   TEL&FAX0897-53-2220 

緒方 正堂 〒861-2118 熊本市東区花立 3-39-5-203     TEL096-360-5767 

山本たつお 〒870-1114 大分市星和台 2-22-2      TEL&FAX097-569-4617 

小代千代子 〒874-0937 別府市秋葉町 7-24-1403    TEL&FAX0977-22-7033 

泉  談亭 〒871-0701 中津市山国町槻木 2630 

                     TEL0979-64-2127 FAX0979-64-2461 

〒566-0022 大阪府摂津市三島 2-5-2-514        TEL&FAX06-6383-5146 

〒787-0050 高知県四万十市渡川 1-1-3         TEL&FAX0880-31-1001 

 


